
令和２年度王寺町タウンミーティング 10/28分 質疑応答 

 

○通学路の再考について 

 葛下に住んでいて、現在の王寺中学校への通学路は約７００メートルほどであるが、以前

いただいた王寺北義務育学校の通学路の案では約２キロメートルの距離になる。これは、

小学１年生が歩くには厳しい距離ではないか。通学路短縮の再考をお願いしたい。 

 

▼回答【義務教育学校設置準備室理事】 

 通学路の案が決まった経緯としては、保護者の方々や自治連合会の皆様、教育委員会の

代表の方、小中学校の管理職も含めて協議し、実際に歩いて安全面も確認しながら現段階

での通学路を検討した。この経路で集団登校することで一番安全を確保できるということ

でご理解いただきたい。 

 

〇義務教育学校の図書室について 

 前回のタウンミーティングで義務教育学校のメディアセンター内に図書室が置かれると

いう話で、広さはまだわからないとのことだったが、メディアセンターと本棚が置かれる

面積を教えてほしい。 

 

▼回答【教育長】 

 面積の詳しいことについては、図面で確認していただくが、少なくとも現在の図書室の

面積は確保するつもりである。王寺北義務教育学校については、4階建ての設計で下から

順に低学年から高学年となっている。4 階それぞれの階に学年にあった本を置くつもりで

ある。さらに、検索機能付きの PCも設置し ICTを利用した図書室として使ってもらう。 

 

〇王寺中学校グラウンドの奥にある大きな岩について 

 転がり落ちる心配はないのか、転がり落ちるようであれば撤去してほしい。転がり落ち

る心配がないのであれば自然のモニュメントのようなものにならないのか。 

 

▼回答【教育長】 

 王寺中学校グラウンドの奥の岩は、大きな岩盤が出てきており、岩を残す方が基礎を作

るよりも強い構造となっているため岩を残している。県とも調査、協議した上で、危険性

はないものとなっている。 

 

○特別支援教室について 

 ９年間一貫した指導、支援という教員間で情報共有できるといったメリット以外で支援

員の配置や加配の人数、特別支援学級はどのように運営していくのか、普通級とはどのよ



うに連携をとるのか、というような他の策は考えておられるのか。去年も同じような質問

をしているのですが、見えるようにしていただきたい。 

 

▼回答【義務教育学校設置準備室理事】 

特別支援教育の方針は現在作成中である。現在王寺町は、ペガサス教室等から通級に

よる指導を訪問していただいたり、子供たちが通うといった対応をしている。そのような

先生の能力を借りながら特別支援担当の先生だけでなく、学級担任へも対応のノウハウ

をしっかり伝え、様々な特性を持った子供たちを指導していけるよう心がけていく。 

 

〇王寺北義務教育学校の周りの擁壁について 

最近、三郷町の擁壁が崩れましたが、王寺北義務教育学校の周りの高くそびえたつ擁壁

の安全性は確認しているのか。 

 

▼回答【教育長】 

 擁壁については、一見高く見えるが当然、安全基準を満たした擁壁となっている。 

 

〇王寺町の自然について 

 王寺北小学校周辺や畠田地区にたくさんの植物があるので子供たちに教えるなど周知

し保存してほしい。 

 

▼回答【総務部長】 

現在、王寺町には植栽のアドバイザーもおりますので、どのような貴重な植物があるか

を調査し、残せるものは残していく。 

 

▼回答【義務教育学校設置準備室理事】 

植物に関して知識をお持ちの方なので、ぜひ小学校や中学校にゲストティチャーとして

来ていただき植物の良さを伝えていただくことも素敵だと考える。 

 

〇特別支援学級の小学校から中学校に上がるときの対応について 

 特別支援教育についてペガサス教室等の通級による指導や、子供たちが通うといった対

応をしてくださっているが王寺町は他に比べて支援が遅れているとよく聞く。小学校の間

は手厚く支援があるが、中学校に上がると支援が薄くなる現状がある中、９年間一貫の構

成になれば変わるのか。 

 

▼回答【義務教育学校設置準備室理事】 

 現在、検討中である。県との協議もありますので、まだはっきりしたことはお伝え出来な



い。 

 

〇教室の設計について 

 資料に「快適な学習環境と省エネ」と記載があるが、新たにできる学校の教室は、すべて

南向きとなっている。現在の気象状況を考えると南向きは子供たちにとって暑いのでは

ないか。学習環境、省エネを考えると北向きの方がいいのではないか。さらに南向きだと

教室の窓からグラウンドが見える。体育の授業など気になってしまうのではないか。以上

のことから、今から設計変更が可能なのか、可能でないならなぜ南向きにしたのか。 

 

▼回答【義務教育学校設置準備室理事】 

 今からの設計変更は不可能である。南向きにした理由は、子供たちが日の光により明る

い環境で学習をするため。教室の窓からグラウンドが見え気になってしまい集中がそがれ

てしまうという件ですが、そのような状況でも集中できるよう子供たちに教育していくこ

とも大事である。 

 

〇義務教育学校の ICTについて 

 GIGA スクール構想に向けての設計はなされているのか。現在、設計しているとなると

２年後のGIGAスクール構想には古くなっているのではないか。 

 

▼回答【義務教育学校設置準備室理事】 

国が推奨する太い LAN を入れることができる整備をし、開校と同時に整備を終える予

定をしている。来年度は、まだ設計途中なので整備はできない。設計はこれから協議し変

更があればしていく予定。 

 

〇王寺南義務教育学校の通学路の安全面について 

 王寺南義務教育学校の通学路の安全面について知りたい。スクールバスを使うという要

望も出ていると思うがそのあたりはどのように考えているか。 

 

▼回答【義務教育学校設置準備室理事】 

通学路の安全面については、警察や地域の方々、保護者の方々と協議し案を出し合い

ながら決定していく予定。説明会を含めた協議を今年４月に予定していたがコロナの影響

で開催できなかった。今後、説明会を開催し、案を出し合いながら決定する。スクールバス

については、運行しないことを決定している。運動不足になるなどの要望から、子供たち

みんなで歩いて頑張ってもらおうということになった。 


